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■目ご鴻‐
水質浄化システムを共同販売ヘ
松江土建と伊藤忠商事が契約

「生 活 防 衛 型 」の 家 計 続 く

山陰経済経営研究所が消費動向調査

山陰経済ファイル
介護ビジネス業界④

イ ン タ ビ ュ ー 時 代 を 拓 く

メガネのモチグ専務 持田裕子さん

07年  注 目 の 企 業 ⑤
トリコン (島根県邑南町)
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台
湾
リ
ポ
ー
ト

①

ヽ
一眈

「中国ビジネスのオペレーター」ともいえる台湾の首都・台北の中心地にあるビジネス街。後方中央は地上101階、
高さ508薇元を誇る世界一の超高層ビル 「台北101(台北国際金融センター)」=台 北市信義路

t  場麟‖されるのか
山陰経済の新たなパー トナーとして台湾がクローズアップされている。

定着している鳥取県産の二十世紀ナシに続き、近年は島根県産の米やボ

タンなどの農産品や瓦の輸出が本格化。一方で山陰を訪れる台湾人観光

客も年々増加しており、今後も関係の強化が期待される。今なぜ、山陰

から台湾市場に熱い視線が注がれているのか一。島根県の依頼を受けて

現地のビジネスコーディネーターを務める畠中則和氏に、台湾のビジネ

ス事情などをリポー トしてもらった。

世
界
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
６０
％
以
上

は
、
台
湾
で
生
産
さ
れ
て
い
る
―
。

成
長
す
る
ア
ジ

ア
経
済

の
中

に
あ

っ

て
、
半
導
体
や
液
晶
、
ナ
ノ
テ
ク
、
バ
イ

オ
な
ど
、
時
代
の
最
先
端
を
行
く
製
品
の

生
産
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
る

の
が
、
今
日
の
台
湾
だ
。

世
界
の
研
究
投
資
を
集
積

台
湾
の
年
平
均
経
済
成
長
率
は
今
も
４

％
を
越
え
る
水
準
で
推
移
。
日
本
以
上
に

競
争
が
激
し
い
と
さ
れ
る
高
学
歴
社
会
に

あ

っ
て
、
知
的

レ
ベ
ル
の
高
位
安
定
と
、

政
府
を
挙
げ
た
官
民
共
同
に
よ
る
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
、
「先
進
技

術
の
開
発
」
と

「製
品
品
質

・
経
営
品
質
」

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

日
本
の
経
済
産
業
省
に
あ
た
る
台
湾
経

済
部
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
、
「外
資
企
業

の
在
台
湾
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
設
立
奨
励

プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。

中
国
が
安
価
な
人
件
費
と
豊
富
な
資

源
、
巨
大
な
内
需
を
も

っ
て
台
頭
す
る
中
、

台
湾
は

「世
界
の
Ｒ
＆
Ｄ
拠
点
の
集
積
」

を
国
策
に
掲
げ
、
独
自
の
活
路
を
見
い
だ

し
た
。

則和企業管理顧間有限公司社長

畠中 則和

はたなか 。の りかず

奈良県出身。天理大を卒業し、75年に松下

電器産業に入社。台湾では現地法人の取締

役などとして13年間勤務。中国を含めた中

華圏のビジネスに精通する。2004年に独立

して台北市にt事 業コンサルティング会社 ・

則和企業管理顧問有限公司を設立。日本交

流協会台北事務所の貿易顧問なども務める。
53歳。
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中
国
で
の
成
功
モ
デ
ル
が
無
数
に

奨
励
策
の

一
例
を
紹
介
す
る
と
、
営
利

事
業
所
得
税
の
租
税
優
遇
措
置
、
人
材
支

援
措
置
、
運
営
資
金
の
補
助
、
単

一
窓
口

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
．́

こ
う
し
た
台
湾
の
国
策
に
呼
応
し
、
多

く
の
Ｉ
Ｔ
企
業
や
バ
イ
オ
、
ナ
ノ
テ
ク
系

台
湾

・
太
平
洋
建
設
と
、
そ
ご
う
の
合
弁
で
立
ち
上
が
っ
た
高
級
百
貨
店

「太
平
洋
そ
ご
う
」
の
忠
孝
本
店
。
台
湾
と
日
本
の
経
済
交
流
は
活
発
化

し
て
い
る
＝
台
北
市
忠
孝
東
路

企
業
が
台
湾
に
資
本
投
下
し
て
研
究
所
を

設
立
。
台
湾
企
業
や
、
新
竹
に
あ
る
台
北

工
業
技
術
院

（Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
）
が
代
表
す
る

尖
端
技
術
人
材
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
と
の
協
力
体
制
も
積
極
的
に
築
き

上
げ
て
い
る

台
湾
企
業
は
、
国
内

に
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
機

能
、
Ｒ
＆
Ｄ
や

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
機
能
を
残
し

な
が
ら
、
生
産
機
能
を

中
国

に

シ

フ
ト
さ

せ
、

最
小
限
の
リ
ス
ク
で
最

大
の
リ
タ
ー
ン
を
狙

っ
て
き
た
。

同
言
語

。
同
種
族
の
強
み
を
活
か
し
、

日
本
企
業
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
ス
ピ
ー
デ

／
１
な
展
開
で
、
い
ち
早
く
大
陸
進
出
の

成
功
を
収
め
て
き
た

こ
う
し
た
台
湾
の
政
府
や
企
業
が
独
自

に
持

つ
　
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
対
応
力
」
こ
そ

が
台
湾
企
業
の
強
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

次
に
、
台
湾
に
は
現
在
、
約
二
千
社
の

日
本
企
業
が
進
出
し
て
い
る
が
、
台
湾
企

業
と
手
を
組
ん
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

す
る
メ
リ

ッ
ト
は
何
か
を
考
え

て
み
る
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
在
中
国

の
台
湾
系
企
業
は
七
万
社
を
数

え
、
一雇
用
従
業
員
は

一
千
万
人

に
の
ぼ
る
。
常
時
、
百
万
人
以

上
の
台
湾
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

（
い

わ
ゆ
る
台
商
）
が
中
国
に
駐
在

し
て
い
る
。

中
国
の
Ｉ
Ｔ
産
業
生
産
額
の

約
６４
％
に
台
湾
系
企
業
が
関
与

し
、
Ｉ
Ｔ
輸
出
の
７５
％
で
や
は

り
台
湾
系
企
業
が
何
ら
か
の
関

係
を
持

っ
て
い
る
と
い
う
。

つ
ま
り
台
湾
は

「中
国
ビ
ジ

ネ
ス
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
」
と
呼

ぶ
べ
き
存
在
だ
。
こ
う
し
た
台

ける海外企業のR/D拠 点事例

プロダクト開発センター

インフォメーション・プロダク ト・

イノベーションセンター

研究開発センター

ソフト開発センター

技術センター

湾
企
業
と
手
を
組
む
こ
と
は
、
日
本
企

業
に
と

っ
て
、
台
湾
を
拠
点
と
し
た
中
国

市
場
戦
略
を
組
む
こ
と
を
可
能
に
し
て
い

′●
。仕

事
柄
、
よ
く
台
湾
で
の
事
業
展
開
の

成
功
や
失
敗

の
分
岐
点
は
ど
こ
か
と
聞
か

れ
る
が
、
そ
れ
は
、
次

の
三
点
に
集
約
で

き
る
だ
ろ
う
。

一
つ
は
、
台
湾
現
地
法
人
の
役
割
、
責

任
、
権
限
、
将
来
に
わ
た

っ
て
の
ビ
ジ

ョ

ン
を
明
確
に
し
て
い
る
か
。
そ
れ
ら
を
誠

実
真
摯

（し
ん
じ
）
に
経
営
実
態
に
反
映

で
き
る
か
だ
。

二
つ
目
は
、
台
湾
市
場
の
特
性
、
台
湾

人
の
民
族
性
を
生
か
し
た
経
営
の
仕
組
み

を
構
築
で
き
る
か
。
台
湾
の
強
み
と
自
社

の
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
る
知
恵
と
勇
気
と

戦
略
が
あ
る
か
。

そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
ア
ジ
ア
・中
国

・

世
界

ヘ
ロ
を
向
け
た

「発
進
基
地
」
と
台

湾
法
人
を
位
置
付
け
、
中
長
期
の
経
営
戦

略
を
持
ち
、
そ
れ
を
実
行
す
る
日
本

・
台

湾
人
材
を
適
正
に
採
用
配
置

で
き
る
か

だ
。こ

の
三
点
を
押
さ
え
て
、
日
常
の
経
営

に
落
と
し
込
ん
で
い
く

こ
と
が
で
き
れ

ば
、
台
湾
は
言
う
に
及
ば
ず
、
海
外
で
の

事
業
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
む
と
思
わ
れ

′一
。当

然
、
企
業
活
動
に
お
い
て
▽
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
カ

▽
品
質
信
頼
性
の
確
保

▽
技

術
開
発
力

▽
販
売
力

▽
人
材
の
力
の
ど
れ

か

一
つ
が
欠
け
て
も
立
ち
行
か
な
い
こ
と

は
自
明
の
理
だ
。
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